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３.９％（８人）

１１.８％（２４人）

４０.４％（８２人）

３４.０％（６９人）

８.９％（１８人）

１.０％（２人）

（総数２０３人）

40代 50代 60代

70代 80代 90代

７７.８％（１５４人）

１６.７％（３３人）

５.５％（１１人）

（総数１９８人）

所有者であり、納税義務者である

親などの親族が所有者だが、自分が納税義務者である

所有者でも納税義務者でもない

 

 

 

 

令和５年 空き家所有者の意向に関するアンケート集計 

１ 調査の集計 

・ 集計結果におけるパーセント表示は、全て小数点第２位を四捨五入する。 

・ 集計結果における（ ）の数字は、回答数である。 

 

１－１ 空き家と思われる建物とその所有状況について 

回答者情報 アンケート回答者のご年齢（年代）をお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者情報 アンケート回答者は空き家の所有者ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年 空き家所有者の意向に関するアンケート集計 

及び 令和６年度 空き家に関する町の施策（補助金等）について 
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１２.３％（２６件）

１９.４％（４１件）

２４.６％（５２件）

１１.９％（２５件）

１２.８％（２７件）

１９.０％（４０件）

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

１～２ヶ月に１回程度、使用している

年に数回程度、使用している（正月やお盆など）

管理はしているが、１年以上使用はしていない

管理していない状態で、１年以上使用していない

物置や倉庫などとして使用している

その他

（総数２１１件）

６８.５％（１３９件）

１０.４％（２１件）

５.４％（１１件）

４.９％（１０件）

５.４％（１１件）

０.５％（１件）

４.９％（１０件）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

昭和５７年以前

昭和５８年～平成４年頃

平成５年～平成１４年頃

平成１５年～平成２４年頃

平成２５年～令和４年頃

令和４年以降

わからない

（総数２０３件）

問１ 空き家はどのような使用状況となっていますか。（１つ選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１－２ 空き家となった経緯等について 

問２ 空き家の建築時期はいつ頃ですか。（１つ選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪その他の内容≫ 

・ 農作業小屋として短時間使用している 

・ 毎日使っている 

・ 週に３・４回程度使用している  など 
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１７.４％（３４件）

６.６％（１３件）

６３.３％（１２４件）

０.５％（１件）

１２.２％（２４件）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

新築した（新築の購入を含む）

中古住宅として購入

相続した

無償で譲渡された

その他

（総数１９６件）

３７.２％（７３件）

２５.５％（５０件）

２２.５％（４４件）

６.６％（１３件）

５.１％（１０件）

３.１％（６件）

0% 10% 20% 30% 40%

５年以内

６年～１０年

１１年～２０年

２１年～３０年

３１年～４０年

４０年以降

（総数１９６件）

問３ 空き家をどのように取得されましたか。（１つ選択） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

問４ 空き家となってからだいたい何年経ちましたか。（１つ選択） 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

≪その他の内容≫ 

・ 親族である所有者の代行 

・ 娘が相続したものを無償で譲渡された  など 
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８７.８％（１７３件）

１２.２％（２４件）

（総数１９７件）

管理している

誰も管理していない

５３.３％（１１２件）

１２.４％（２６件）

８.６％（１８件）

５.７％（１２件）

７.６％（１６件）

０.５％（１件）

０.５％（１件）

０.０％（０件）

１.０％（２件）

１０.５％（２２件）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

居住していた人が亡くなったため

居住していた人が施設に入所あるいは入院したため

進学や就職（転勤）、結婚、出産など,を契機として

別の住宅に転居したため

建物が老朽化して、住み続けるのが

困難となったため

相続したが入居または利用してない

建替え・増改築・修繕のため一時空き家にしている

賃貸用に取得したが、賃貸人が見つからないため

売却用に取得したが、購入者が見つからないため

相続関係が未処理のため

その他

（総数２１０件）問５ 空き家となった主な理由は何ですか。（１つ選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１－３ 空き家の管理状況について 

問６ 現在、この空き家を管理していますか。（１つ選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪その他の内容≫ 

・ 道路が狭く車が通れない 

・ 賃貸者が契約更新しなかった 

  など 
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７８.０％（１４５件）

１６.１％（３０件）

０.０％（０件）

０.０％（０件）

２.２％（４件）

３.８％（７件）

0% 20% 40% 60% 80%

自分

家族・親族

地元の町内会（自治会）

地主（土地の所有者）

管理を請け負う業者（不動産会社等）

その他

（総数１８６件）

１６.７％（３０件）

２５.６％（４６件）

３９.４％（７１件）

２.８％（５件）

１５.５％（２８件）

0% 10% 20% 30% 40%

週に１回程度

月に１回程度

年に数回程度

数年に１回程度

その他

（総数１８０件）

問７ 管理は主にどなたがしていますか。（１つ選択） 

※問７～問９は問６において「管理している」と回答した方のみが回答する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問８ 管理はどのくらいの頻度でしていますか。（１つ選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪その他の内容≫ 

・ 近所の人 

・ 賃貸者 

・ 地元の業者  など 

≪その他の内容≫ 

・ 毎日 

・ 週２～３回程度 

・ 隣人に依頼しているので頻度不明    

など 
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１３.６％（１０９件）

１５.５％（１２５件）

８.６％（６９件）

１０.１％（８１件）

８.８％（７１件）

１２.８％（１０３件）

１７.２％（１３８件）

１０.８％（８７件）

２.６％（２１件）

0% 5% 10% 15% 20%

建物内の掃除

建物内の空気の入れ替え

水周りの点検

郵便物の整理

雨漏り、劣化等の修繕

戸締り、防犯

庭木のせん定、草刈り

除雪

その他

（総数８０４件）

１８.０％（７１件）

１０.７％（４２件）

９.７％（３８件）

１０.９％（４３件）

１１.４％（４５件）

３.３％（１３件）

１１.９％（４７件）

１２.９％（５１件）

１.３％（５件）

６.３％（２５件）

３.６％（１４件）

0% 5% 10% 15% 20%

自宅からの距離が遠い

年齢や身体的につらい

建物の老朽化や損傷がひどい

雑草の繫茂、敷地が荒れている

家財（家具や仏壇等）の移転先がない

維持管理を頼める人や業者がいない

管理に費用がかかる

固定資産税等の負担が大きい

親族で管理に対する意見の相違がある

特にない

その他

（総数３９４件）

問９ どのように空き家を管理されていますか。（複数選択可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１０ 空き家を管理するにあたり、お困りごとはありますか。また、管理していない理由は何ですか。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪その他の内容≫ 

・ 草刈りをシルバー人材センターに依頼 

・ 畑として使用 

・ 見回り                 など 

≪その他の内容≫ 

・ 敷地への道路が狭い 

・ 光熱費が高い 

・ 除雪        など 
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２０.４％（４０件）

３６.７％（７２件）

２８.６％（５６件）

１４.３％（２８件）

0% 10% 20% 30% 40%

具体的な利活用の予定がある

具体的な予定はないが、将来的に利活用したい

利活用は考えていない（現状のまま維持を続ける）

わからない

（総数１９６件）

１０.５％（２２件）

１３.２％（２８件）

６.７％（１４件）

２.４％（５件）

２.４％（５件）

０.０％（０件）

６.２％（１３件）

４.３％（９件）

２１.９％（４６件）

２２.４％（４７件）

６.２％（１３件）

３.８％（８件）

0% 5% 10% 15% 20% 25%

自分又は親族等が居住・使用する

別荘・セカンドハウスとして使用する

賃貸住宅などとして貸し出す

建替えを行い、自分又は親族等が居住・使用する

建替えを行い、別荘・セカンドハウスとして使用する

建替えを行い、賃貸住宅などとして貸し出す

建物を解体（除却）して土地を保有する

建物を解体（除却）して土地を駐車場などとして活用す

る

建物を売却する

建物を解体（除却）して土地を売却する

建物や土地を地域、ボランティア活動などに提供（無償

貸付等）したい

その他

（総数２１０件）

１－４ 空き家の今後の利活用について 

問１１ 今後この空き家を利活用（解体・売却・賃貸などを含む）したいと考えていますか。（１つ選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１２ どのような利活用をお考えですか。（複数選択可） 

※問１２は、問１１で「具体的な利活用の予定がある」「具体的な予定はないが、将来的に利活用したい」と答え

た方のみ回答する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

≪その他の内容≫ 

・ 畑  

・ 物置として使用 

・ リフォームする  など 
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１７.７％（３７件）

５.７％（１２件）

１１.５％（２４件）

５.３％（１１件）

５.３％（１１件）

１０.５％（２２件）

７.７％（１６件）

４.８％（１０件）

９.６％（２０件）

２.８％（６件）

２.８％（６件）

４.８％（１０件）

１１.５％（２４件）

0% 5% 10% 15% 20%

建物の老朽化や損傷が進み、利活用が難しい

建物や敷地が狭く、利活用が難しい

維持管理費や修繕費が高くつく

建物の耐震性が低い

リフォーム費用が高価

家財（家具や仏壇等）の移転先や処分が困難

敷地に接する道路が狭い

市街地から遠いなど立地条件が悪い

買いたい人・借りたい人が見つからない

他人に貸し出すことに不安がある

貸し出すことで権利関係が複雑になる

相続など権利問題の解決が困難

その他

（総数２０９件）

６.４％（２６件）

２０.９％（８５件）

２３.７％（９６件）

１５.５％（６３件）

１４.３％（５８件）

３.７％（１５件）

３.９％（１６件）

８.４％（３４件）

３.２％（１３件）

0% 5% 10% 15% 20% 25%

建物の解体の進め方がわからない（誰に頼めばよいかわ

からない）

建物を解体することで、土地の固定資産税が増える

解体費用の負担が困難

家財（家具や仏壇等）の移転先や処分が困難

建物を解体しても土地の使い道がない

相続など権利問題の解決が困難

建物に愛着があり、解体は考えられない

今後も建物を維持または利活用するため、解体は考えて

いない

その他

（総数４０６件）

問１３ 空き家の利活用を考えない理由は何ですか。（複数選択可） 

※問１３は、問１１で「利活用は考えていない（現状のまま維持を続ける）」「わからない」と答えた方のみ回答す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１４ 空き家を解体（除却）する場合、どのようなことが課題になるとお考えですか。（複数選択可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪その他の内容≫ 

・ 別の持ち家があるため 

・ 袋小路で重機が入れない 

・ 施設に入所しているため 

               など 

≪その他の内容≫ 

・ 道路を補修しないとトラックが

入れない 

・ アスベストが出た際の解体費

用の捻出  など 
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４.２％（７件）

５.５％（９件）

１.８％（３件）

３７.０％（６１件）

７.９％（１３件）

２６.０％（４３件）

１７.６％（２９件）

0% 10% 20% 30% 40%

無償でもいいから貸与したい

低価格（維持管理費相当）で賃貸したい

市場価格で賃貸したい

売却したい

空き家と土地を寄与したい

提供はできない

その他

（総数１６５件）

６６.７％（１８件）

０.０％（０件）

１４.８％（４件）

１４.８％（４件）

３.７％（１件）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

現状のままでよいなら貸出しする

補修・修繕を自己負担して貸出しする

補修・修繕を賃貸人が負担するなら貸出してもよい

補修・修繕を補助金等で賄えるなら貸出してもよい

その他の条件なら貸出してもよい

（総数２７件）

１－５ 空き家の提供について 

問１５ 空き家の提供等について、どのようにお考えですか。（１つ選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１６ 空き家を貸出しするときの条件についてお答えください。（１つ選択） 

※問１６は、問１５で「無償でもいいから貸与したい」「低価格（維持管理費相当）で賃貸したい」「市場価格で賃貸

したい」と答えた方のみが回答する。 
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１２.２％（２３件）

３５.６％（６７件）

２.７％（５件）

１８.１％（３４件）

３１.４％（５９件）

0% 10% 20% 30% 40%

今後、登録したい

登録しなくていい

既に登録している

条件によっては登録したい

わからない

（総数１８８件）

１２.７％（２４人）

５７.１％（１０８人）

３０.２％（５７人）

（総数１８９人）

制度の内容まで知っている

制度名は聞いたことがある

全く知らない

１－６ 「河北町空き家バンク制度」について 

問１７ 「河北町空き家バンク制度」をご存じですか。（１つ選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１８ 今後、空き家バンク制度への登録についてどのようにお考えですか。（１つ選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪条件の内容≫ 

・制度の内容による  など 
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２６.７％（５１人）

４０.８％（７８人）

３２.５％（６２人）

（総数１９１人）

知っている

詳しい内容まで知らないが、聞いたことがある

知らない

５０.０％（３５件）

１０.０％（７件）

１０.０％（７件）

３０.０％（２１件）

0% 10% 20% 30% 40% 50%

今後、使用する予定がある

他人に売却、賃貸する予定がある

不安がある（空き家バンク制度がわからないなど）

その他

（総数７０件）

問１９ 登録しなくていいと考える理由は何ですか。（１つ選択） 

※問１９は、問１８で「登録しなくていい」と答えた方のみ回答する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１－７ 諸制度の認知について 

問２０ この空き家が「空家等対策の推進に関する特別措置法」に基づき「特定空家等」と判断された場合、市

区町村長による助言・指導、勧告、命令、代執行の対象となる可能性があることをご存じですか。（１つ選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪その他の内容≫ 

・ 解体する予定 

・ 人が住める状態でない 

・ 考えがまとまっていない  など 
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１１.６％（２２人）

２６.５％（５０人）

６１.９％（１１７人）

（総数１８９人）

知っている

詳しい内容まで知らないが、聞いたことがある

知らない

５.８％（１１人）

８.９％（１７人）

８５.３％（１６２人）

（総数１９０人）

知っている

詳しい内容まで知らないが、聞いたことがある

知らない

２７.６％（５３人）

１９.８％（３８人）

５２.６％（１０１人）

（総数１９２人）

知っている

詳しい内容まで知らないが、聞いたことがある

知らない

問２１ 住宅の敷地では固定資産税等が軽減されますが、その住宅が特定空家等であるとして市区町村長から

必要な措置をとることを勧告された場合、対象から除外されることをご存じですか。（１つ選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２２ 相続日から起算して３年を経過する日の属する年の１２月３１日までに、空き家となった被相続人のお住ま

いを相続した相続人が、耐震基準を満たした又は取壊しをした後にその家屋又は敷地を譲渡した場合には、そ

の譲渡にかかる譲渡所得の金額から３，０００万円特別控除される特例措置をご存じですか。（１つ選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２３ 令和６年４月１日から、相続登記の申請が義務化されることをご存じですか。（１つ選択） 
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１－８ 町への要望・相談 

問２４ 河北町に対して、空き家対策の施策・空き家の利活用などについて要望・相談がありましたらご記入くだ

さい。 （主な意見を抜粋） 

 

≪相続について≫ 

・ できるだけお金がかからない相続登記の仕方を教えてほしい。業者を介すと手数料がかかるので個人で手続した

い。 

 

≪管理について≫ 

・ 戻って住むには年齢的に無理。隣の親戚に管理してもらっている。 

・ 相続人本人が入院中のためよくわからない。 

・ 固定資産税、光熱費など維持管理費の負担が大きい。 

 

≪売却について≫ 

・ 空き家を売却したいが買い手が見つからない。 

・ 売却についての無料相談会や買取業者を紹介してほしい。 

 

≪解体について≫ 

・ 解体費用の助成金などはないか。町報などで知らせてほしい。 

・ できれば解体したいが、費用が出せないのが現実。 

 

≪その他≫ 

・ 貸与、売却、解体等、どうすればよいか悩んでいる。情報が欲しい。 

・ 相続したもののどうしたらよいか、まず何から始めればよいかわからない。 
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２ 参考資料 
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令和６年度 空き家に関する町の施策（補助金等）について 

空き家相談総合窓口                                      （防災危機管理課） 

町では空き家の相談総合窓口を防災危機管理課空き家対策室内に設置しています。空き家に関するご相談

等がありましたら総合窓口までご連絡ください。 

 総合窓口（空き家対策室内） ☏０２３７－７３－２１１１（内線２６１） 平日８：３０～１７：１５  

また、不動産業者や司法書士等の専門家に相談することができる相談会の開催を年数回予定しています。詳

細は決まり次第広報等でお知らせいたします。 

 

令和６年度空き家等除却事業費補助金                        （防災危機管理課） 

地域の安全及び安心の確保並びに生活環境の向上を図るため、今後も使用が見込まれない空き家、または

周囲に対して老朽化等により危険な状態にある特定空き家を除却する工事を行う所有者等に対して、除却工事

費用の一部を補助します。 

≪補助金の額≫ ①空  き  家の場合 ： 補助対象経費の１０分の４（上限４０万円） 

           ②特定空き家の場合 ： 補助対象経費の１０分の８（上限８０万円） 

詳細は河北町ホームページ「令和６年度空き家等除却事業費補助金（リンク）」をご覧ください。 

 

河北町空き家バンク制度                                      （くらし応援課） 

空き家を売りたい・貸したいという空き家の所有者等が、町の「空き家バンク」に登録を申し込み、空き家を買

いたい・借りたいという空き家利用希望者に、町が「空き家バンク」の情報を紹介する制度です。空き家利用希望

者は、町へ利用の申し込みをし、空き家所有者と直接契約することになります。 

詳細は河北町ホームページ「河北町空き家バンク制度（リンク）」をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

空き家利活用支援事業費補助金                                （くらし応援課） 

空き家の利活用及び危険な空き家の発生防止並びに町への移住定住促進のため、河北町空き家バンクに

登録された建物を購入後に改修工事をし、町内に定住しようとする方に対して、改修工事費用の一部を補助しま

す。 

≪補助金の額≫ ①町内の建築事業者を利用した場合 ： 補助対象経費の３分の２（上限１２０万円） 

           ②町外の建築事業者を利用した場合 ： 補助対象経費の３分の２（上限１００万円） 

詳細は河北町ホームページ「空き家利活用支援事業費補助金（リンク）」をご覧ください。 

https://www.town.kahoku.yamagata.jp/soshiki/bousaikikikannri/akiyataisaku/3551/5133.html
https://www.town.kahoku.yamagata.jp/kurasi_tetuzuki/sumai/akiyabanku/2926.html
https://www.town.kahoku.yamagata.jp/kurasi_tetuzuki/sumai/hojokin/5210.html

